
平成 29 年度（開校 50周年）        

 

 

 

 【 ５年生の主な行事 】  

 

① 

前
期
（
仲
間
） 

4月 6日 平成 29 年度始業式、入学式   

 21日 さけ放流式 ふれあい 総合 

 28日 ふれあい出会いの会 ふれあい  

5月 2日 トンパーク集会～仲間～ 全校 5年 

 27日 開校 50 周年記念大運動会 全校 5年 

6月 16日 校外学習（ハローミュージアム、豊平川さけ科学館）  図工・総合 

② 

前
期
（
仲
間
） 

7月 13日 開校 50 周年記念教育実践発表会 50周年 国語・算数 

 25日 1学期終業式   

8月 21日 2学期始業式   

9月 15日 ふれあい遠足 ふれあい  

 29日 前期通知表配付   

③ 

後
期
（ 
絆 

） 

10月 1日 開校記念日   

 6日 開校 50 周年記念式典 50周年  

 18日 滝野宿泊学習 1日目  5年 

 19日 滝野宿泊学習 2日目  5年 

 23日 クラブ発表会（～31 日） クラブ  

 24日 芸術鑑賞会   

 ＊日 さけ遡上観察  総合 

 ＊日 さけ授精式  総合 

 ＊日 さけの飼育（～4月の放流式まで）  総合 

11月 18日 地域保護者学校公開   

 29日 学習発表会児童公開日①   

 30日 学習発表会児童公開日②   

12月 3日 開校 50 周年記念学習発表会   

 15日 ふれあい集会 ふれあい  

 25日 2学期終業式   

④ 

後
期
（ 

絆 

） 

1月 22日 3学期始業式   

2月 5日 スキー学習（手稲山）   

 16日 ふれあいお別れ会 ふれあい  

 23日 トンパーク集会～絆～ 全校 5年 

3月 20日 卒業式 全校 5年 

 23日 修了式 後期通知表配付   

 4月 6日 平成 30 年度始業式、入学式  6年 



5 年トンパークタイム 

サーモンプロジェクト ① No.1 
～ 東白石小学校の特色ある学習･･･さけ学習について知ろう。 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 以上のような開校 50 周年のテーマを受け、５年生がさけ学習の取組の歴史について調べ、東白石小

学校のみんなに伝えていくことになりました。発表の場は、10 月 6 日（金）の開校 50 周年記念式典・

祝う会です。 

※ サーモンプロジェクト②では、さけの飼育について主に学習します。それらは平成 30年度（みん

なが 6年生になったとき）のさけ放流式の日に体育館で発表する予定です。 

 

 

 

 

 

 

〈テーマ〉 

つなげよう、カムバックサーモンスピリット 

開校 50周年記念式典・祝う会（10月 6日）：  ※10/1 開校記念日 

 

 

 

 

東白石小学校では、“さけ学習”という特徴ある取組をしている。しかし、さけの放流は毎年続

けているものの、この取組が始まった当初の記憶はうすれてきているようだ。どのような思いで

始まったのか、どのような人が関わってきたのかなど、50 周年の節目に、東白石小学校の特徴あ

る“さけ学習”について知り、未来につなげていきたい。 

 

◇ 東白石小学校の“さけ学習”について、知っていることは何ですか。 

名前 



5 年トンパークタイム 

サーモンプロジェクト ① No.2 
 

 

 

○ カムバックサーモン運動           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 豊平川さけ科学館 

 
 
 
 
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つなげよう、 

カムバックサーモンスピリット 

名前 

札幌市立東白石小学校の「さけ学習」は、1979 年(昭和 54 年)2 月、当時 5年

生の女の子の「わたしたちも、カムバックサーモン運動に協力しましょう」とい

う一言から始まりました。      ※ マルハニチロ『サーモンミュージアム』HPより 

1978 年、札幌市内を流れる豊平川にサケを呼び戻そう、と始まった「カムバ

ックサーモン運動」は、自然環境問題に対するはじめての市民運動でした。        

※ マルハニチロ『サーモンミュージアム』HPより 

「カムバックサーモン運動」が起こり、1979 年春には、30 年ぶりに豊平川へのサケ稚魚の放流が

再開されました。その稚魚たちは、1981 年秋以降、親ザケとして豊平川に帰って来ました。サケ

の姿を見た市民からは 「サケのふ化・放流を続けるための市民のふ化場を」、また「サケについ

て学習するための施設を」といった声が高まり、その声を受けて 1984年 10月に札幌市豊平川さけ

科学館が開館しました。                      ※ 豊平川さけ科学館 HPより 

◇ DVD『カムバックサーモン～その歩みと未来～』を見て、気付いたこと、考えたこと、疑問に思

ったことなどを書きましょう。 

 



5 年トンパークタイム 

サーモンプロジェクト ① No.3 
 

 

 

○ 豊平川さけ科学館見学 

 

1. 日時   6 月 16日（金）  

 

2. 目的 

・ 札幌市のカムバックサーモン運動の取組に目を向け、トンパークタイム『サーモンプロジェク

ト①』での自分の課題を見付ける。 
・ 東白石小学校で行われているさけ学習の歴史を知る。 

 

3. 持ち物 

□お弁当    □水筒（水かお茶）  □しき物     □おしぼり   

□ハンカチ・ティッシュ        □体育帽子    □かっぱ 

□筆記用具   □探検バッグ     □学習プリント  □腕時計（ある人） 

 

4. 自分のめあて 

 

 

 

 

 

 

5. 館内地図 

つなげよう、 

カムバックサーモンスピリット 

名前 

 

午前：ハローミュージアム 
昼食：芸術の森美術館前広場 
午後：豊平川さけ科学館見学 

http://www.sapporo-park.or.jp/sake/wp-content/uploads/2011/06/kannai1.gif


6. 知りたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 見学して、気付いたこと、わかったこと、聞きたいこと、もっと知りたいこと など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

--memo-- 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

--memo-- 

 



 
 
 
 
 
 
 

-- memo-- 
 



5 年トンパークタイム 

サーモンプロジェクト ① No.4 
 

 

 

1. 課題の設定（調べたいこと・知りたいこと・みんなも知ってほしいこと） 

 

 

 

 

 

 

 

2. 計画（調べ方・具体的な内容） 

調べること 調べ方 準備など 

   

つなげよう、 

カムバックサーモンスピリット 

名前 

 
 
 



 

 

 

○ カムバックサーモン運動           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 札幌ワイルドサーモンプロジェクト  

 

 

 

 

 

 

 

＊参考資料 

開校 50周年記念式典・祝う会（10月 6日）：  ※10/1 開校記念日 

 

 

 

 

東白石小学校では、“さけ学習”という特徴ある取組をしている。しかし、さけの放流は毎年続

けているものの、この取組が始まった当初の記憶はうすれてきているようだ。どのような思いで

始まったのか、どのような人が関わってきたのかなど、50 周年の節目に、東白石小学校の特徴あ

る“さけ学習”について知り、未来につなげていきたい。 

 

〈テーマ〉 

つなげよう、カムバックサーモンスピリット 

札幌市立東白石小学校の「さけ学習」は、1979 年(昭和 54 年)2 月、当時 5年

生の女の子の「わたしたちも、カムバックサーモン運動に協力しましょう」とい

う一言から始まりました。      ※ マルハニチロ『サーモンミュージアム』HPより 

1978 年、札幌市内を流れる豊平川にサケを呼び戻そう、と始まった「カムバ

ックサーモン運動」は、自然環境問題に対するはじめての市民運動でした。        

※ マルハニチロ『サーモンミュージアム』HPより 

札幌ワイルドサーモンプロジェクト(SWSP)は、札幌市内を流れる豊平川にお

いて、1980 年代にカムバックサーモン運動によって遡上が復活したサケ個体群

を、人の助けによらず自力で世代交代していける「野生魚」に戻すことを目指

して、2014 年に始まった活動です。         ※ 豊平川さけ科学館 HPより 

http://www.sapporo-wild-salmon-project.com/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



5 年トンパークタイム 

サーモンプロジェクト ① No.5 
 

 

 

1. 課題の設定（調べたいこと・知りたいこと・みんなも知ってほしいこと） 

 

 

 

 

 

 

2. 調べたこと、分かったこと 

調べたこと 調べ方 

  

 

3. 今日の振り返り 

 

 

 

 

つなげよう、 

カムバックサーモンスピリット 

名前 

 
 
 



 

 

 

5 年トンパークタイム 

 

 

 

 

No.１(1) ～授精式に向けて～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来につなげよう！ 

カムバックサーモンスピリット 

名前 

命の尊さ 

自然の大切さ 



 

 

 

No.１(2) ～授精式に向けて～ 

 

 

☆さけ授精式で、 

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

をよく見てくる！！ 

 

 ☆授精式ここが楽しみ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆飼育の決意 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 年トンパークタイム 

 

 

 

 

No.２ ～授精式を終えて～ 

☆授精式をして分かったこと、気づいたこと 、感想 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

☆飼育に向けての決意 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

未来につなげよう！ 

カムバックサーモンスピリット 

名前 



5 年トンパークタイム 

 

 

 

 

No.３ ～川をのぼってきたさけを見に行こう（遡上観察）～ 

☆さけ遡上観察で、 

                                                              

 

 

 

をよく見てくる！！ 

☆川を上ってきたさけのどんなところを見てみたいかな。 

 

 

 

 

 

 

                                                  

☆さけのことで、さけ科学館の方に聞いてみたいこと 

 

 

 

 

 

 

未来につなげよう！ 

カムバックサーモンスピリット 

名前 



5 年トンパークタイム 

 

 

 

 

No.４ ～遡上
そじょう

観察を終えて～川を上ってきたさけを見て何を感じたかな 

☆さけの遡上観察に行って分かったこと、感じたこと、思ったこと 

 

 

 

 

 

 

                                                  

☆さけのことで、さけ科学館の方に聞いて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

未来につなげよう！ 

カムバックサーモンスピリット 

名前 



H2９・１０・１３（金） 
さけ委員会  

 
さけ遡上観察 要領 

 
１．日程 
 ○遡上観察  １１／１（水） 予備日 １１／１０（金） 
  ※小雨決行 荒天延期     
 
２．現地下見（豊平川東橋近辺になると思います） 
  観察場所（河原）・利用交通機関（バス）の確認 
 
３．さけ科学館との打ち合わせ（本間・小竹） 
  時期・場所・進行の流れの確認をする 
    ※さけ科学館 TEL０１１―５８２－７５５５ 
 
４．遡上観察（およその流れ） 
交通手段 
 

    学校     バス停白石神社前      バス停東橋      東橋・豊平川 
    徒歩            ＪＲバス        徒歩 
  （１０分）        （１５～２０分）     （５分） 
              ￥２２０（子供片道￥１１０） 
５．事前準備 

○遡上観察までに事前にさけについての学習を進めていってください。これまでに使
用した教材や指導案、さけに関するビデオ「さけの命の不思議」がありますのでご
利用ください。 

○遡上観察時に科学館の方への質問を事前に用意する 
○バス会社との連絡、調整 
〇バス賃金（２２０円）について、現金払いか SAPICA の使用ついて学年だよりで知

らせる。 
 
６．引率 

５学年担任２名、ゆうルーム担任*名、担任外１名、学習館館長（副館長） 
    持ち物  □救急バック □ビデオカメラ □デジカメ など 
 
７．持ち物（児童）（リュックに入れる・体育帽子をかぶる） 

□長靴 □タオル □ハンカチ  
□ティッシュ □雨具 □筆記用具 □メモ帳 □その他必要な学習道具 

 
８．日程（昨年を参考に） 
  
 全校朝会朝会後 まっすぐ玄関へ 
         トイレに行きたい人のみ 3 階へ 
 ９：２５ 玄関前に集合 
      学校発 
 ９：３５ バス停白石神社前着 
 ９：３９ バス乗車 

↓               
 ９：５７ バス到着（バス停東橋）              
       ↓              
１０：００ 橋の上から遡上の様子観察              
       ↓ 
１０：０５ 河原へ移動 
       ↓ 
１０：１０ 河原からさけの様子・捕獲観察 
       ↓ 
１０：３０ 科学館の方のお話 
       【内容】・さけについての説明 
           ・質問タイム ←※事前に用意 
       ↓ 
１１：２０ 現地発 
１１：４４ バス乗車（バス停東橋） 
        ↓  
１１：４０ バス到着（バス停白石神社前）           
        ↓          
１２：１５ 学校着                     
       学校に到着したらワークシートに今日のことをまとめたり、感想を書いたりする 
 

今年度は、遡上観察と授精式が逆の日程になっ

てしまいました。 
幸い、50 周年式典の関係で、今年度の 5 年生

は、1 学期にサーモンプロジェクト（トンパーク

タイム）を行っていたので、内容は理解できてい

た上で授精式を迎えられると思います。 

厚別営業所 
℡ 891-2544 

延期の場合、8：30 までに

ＪＲバスに連絡する。 



さけ受精式《１０／２７（金）》 要領 
 

１．授精式までに行うこと 
 ①さけ係を各クラス５名選出  
 ②さけ学習館の準備（さけ係を中心に） 
  ・砂利洗い、砂利天日干し【１０月中に（全員で）】 
  ・学習館清掃【１０月中】 
  ・石敷き【１０月中】 
  ・アルミ製雛壇の設置【前日昼休み（全員で）】 
 ③卵を数えるグループ分け 
   各クラス５つのグループ（２人ペア）に分けておく 
 ④調理の器具・材料の準備（行う場合） 
 ⑤調理ボランティアへの案内状作成 
 ⑥さけ科学館との連絡調整（本間） 
 
２．使用する道具の準備 

 □魚をさばく時に使う台  
□腹をさくナイフ（刃が使えるか確認） 

 □卵をかき出す羽 □洗面器（２つ） 
 □かご【１（台用）＋２（水中用）個】 
 □ひな壇（観覧用） □ビニール（大）２枚 
 

３．道具の設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひな壇 

ひな壇 

台 

かご 

洗面器 

ビニール・道具 

四隅に 
石を置く 

例：さけのちゃんちゃん焼き 
【器具】 
包丁・まな板・ボール・フライパン 
アルミホイル 
 
【材料】 
さけ・油・マーガリン・たまねぎ 
キャベツ・しめじ・みそ・みりん 
砂糖 
 
その他に・・・ 
 ・石狩汁  ・さけのマリネ 
 ・さけの塩焼き 



４．さけ授精式の流れ   ※外部の方も取材に来るかもしれません 

【持ち物】 ハンカチ        【注意点】・手に水をつけないこと 

                       ・受精式前に石けんで手を洗わないこと 

 

【日程】                          

９：５０ 移動開始                   

１０：００ 開始 学習館前に集合。            

雨天の場合は学習館の中に集合    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

終了後 視聴覚室へ移動 

    野生のさけについてのお話 

      （パワーポイント使用） 

 

１２：１５修了 

 

１２：４０ 給食で「ちゃんちゃん焼き」を食べる 

       ※食べる前に保護者の方に教室に来て 

        いただくのでお礼を言う 

 

今年度は、午前授業のためこれで終了。 

受精卵は、授精 1 時間後以降にさけ科学館が持ち帰る。 

 →標識をつけるため 

  後日（12 月）に飼育させてもらう受精卵を持ってきてくれることになっています。 

  飼育活動は 12 月以降になります。 

 

事後 ・感想・まとめを書く 

   ・後片付け（休み時間）                  

                          

          

 

 

５．授精式後の活動予定 

 ・授精式の様子を１１月中に他学年に伝える。方法は５年生に一任。（テレビ・新聞・集会などで）時間は

必要であれば１コマ使えます。さけの飼育活動に向けて全校児童がさけへの思いを深めていけることが

目的となります。 

 ・さけ当番決め（各クラス１日１回。朝・中休み・昼休み。水温や室温、水槽内の観察など） 

 ・さけの飼育を伝える新聞作り 

 ☆調理ボランティアへの礼状作成（翌日に渡す） 

 

 
 

司会・進行（２人） 

①開式の言葉 
②校長先生のお話 
③さけ科学館の方のお話 
④さけ学習館館長のお話 
⑤受精・飼育・観察の決意発表（１人） 
⑥雌の腹さき（２人） 
  １匹につき１名切る。２匹切る予定 
⑦雄の白子しぼり（１０人） 

一人ずつ順番に行う。最後の方は出ないこ
ともあるので事前に伝える。 

⑧卵と精子のかきまぜ（全員） 
※今年は羽で混ぜます。 

⑨閉会の言葉 

【調理ボランティアの動き】 

１０：００ 授精式参加希望者 集合（学習館前） 

１０：０５ 授精式見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：００ 学習館退室 

１１：１０ ボランティア集合（家庭科室） 

説明（５年担任） 

授精式で使用したさけを届ける（５年担任） 

調理 

使い終わった器具を洗う 

１２：３０ 家庭科室へさけ係児童が取りに行く 

１２：４０ 各教室へあいさつ（担任誘導） 

１２：４５ 解散 

・雛壇（全員） 

・学習館内片付け（さけ係） 



5 年 トンパークタイム 

 

No.１ 

～サケの成長を全校に伝えよう～ 
 

 

 

≪東白石小学校のさけ学習≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

命の尊さ 

自然の大切さ 



 

 

 

1. グループのメンバー 

 

 

 

 

 

 

2. 伝える方法 

 

 

 

 

 

 

3. 内容、計画など 

 

 

 
 
 

～サケの成長を全校に伝えよう～ 

 
 
 


